
「いつもすてきないちょうとともに武蔵台小」

嶋田 理花（４年）



真っ先にザリガニに目を奪われます。爪を広げ水しぶきが飛び散る様子

に通る人たちの喚声が聞こえてきそう。背景や人のサイズが小さく見え

るのは特大に描いたザリガニの愉快な錯覚。池の住人の鳥だけが冷静で

沸き立つ画面を引きしめていますね。石と樹木の線はデザイン的によく

整理されています。ザリガニの海老茶色と植物の緑のコントラストはメ

リハリ感の中に落ち着きがあり、楽しさだけでなく美しさも充分にある

作品です。
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